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1. はじめに 
 我が国において、カーボンニュートラルの実現、エネ

ルギーレジリエンス、エネルギーの地産地消は重要な課

題である。これらを背景に、金沢工業大学では、白山麓

キャンパスにおいて、直流利活用による、熱利用も含め

た再生可能エネルギーベストミックスのコミュニティモ

デル実証実験[1]を実施中である。 
今回、汎用 SCADA(Supervisory Control And Data 

Acquisition)を活用して、システムの「見える化」を実

現したので、その内容を報告する。 
 

2. 汎用 SCADA による実装と機能 
(1)汎用 SCADA とは： 

汎用 SCADA は SCADA の一般的な機能を事前に実装して

いる。GUI(Graphical User Interface)などの対象依存部

分のみをカスタマイズすることにより、実装期間短縮や

コストダウンを実現している。今回、純国産で国内トッ

プクラス納入実績の JoyWatcherSuite[2]を活用した。 

(2)SCADA の実装： 

 汎用 SCADA によるデータ計測システム構成を図図 11 に示

す。対象エリアとしては、白山麓キャンパスと扇が丘キ

ャンパスの両方である。後者は、EV(電気自動車)を活用

して、EV 仮想配電線実証実験を実施するためである。 

計測データは、一旦、PLC(組込型のデータ計測装置)群

によりリアルタイムで計測され、JoyWatcherSuite が PLC

群にアクセスすることにより、その収集を実現している。 

(3)SCADA の機能： 

SCADA 本体は白山麓キャンパスの教職員宿舎内に設置

されているが、監視制御画面へのアクセスは、学内ネッ

トワーク経由でリモートでも可能となっている。また、

システム異常は、スマホ等へアラーム発報も可能である。 

白山麓キャンパスにおける計測対象と SCADA が監視対

象としている PLC 群を図図 22 に示す。PCL は仕様上、監視

点数に制約があるため、個別対象毎に設置している。計

測データは PCL 毎に分散しているので、SCADA により統

合しているわけである。 

監視制御のトップ画面を図図 33 に示す。ここから、トレ

ンドグラフやイベントサマリなどの画面に遷移できる。 

 

3. まとめ 
 金沢工業大学で実施中の再生可能エネルギーベストミ

ックスのコミュニティモデル実証実験に、汎用 SCADA
を用いて「見える化」を実現したので、その概要を報告

した。今後、本システムを活用して、さまざまな実証実

験を行う予定である。 
本研究の実施に際し、多大なるご協力をいただきまし

た、北陸電気工事株式会社殿に深く感謝いたします。 

 
＜参考文献＞ 

[1] Y.Izui, et all.: "DC Microgrid Experimental System at KIT 

Hakusan-roku Campus for Regional Areas", 3rd IEEE ICDCM 2019   

[2] https://eee.tokyo-gas.co.jp/lp/joy/watcher/  

図 2：監視対象 PLC の概要例（白山麓キャンパス） 

 
図 1：汎用 SCADA によるデータ計測システム構成 

図 3：SCADA の監視画面例 
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